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最新 機能性色素 大 全 集

★LCD・有機EL・電子ペーパー・ＩＪ・次世代光ディスク・太陽電池・レーザー・トランジスタ
次世代エレクトロニクス材料の開発に必須！色素化学の原理から最新技術まで！！
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蓄光顔料 ⇒ 発光・残光・耐光・耐熱特性
レーザー ⇒ 安定溶着、高効率化、耐久性
太陽電池 ⇒ 低コスト化、高性能化、
                                      　高変換効率
トランジスタ ⇒ 高電流、高速移動 

電子写真･インクジェット
 　 　　⇒ 高画質化、高繊細化、高品質化
ホログラムメモリ ⇒ 大容量化、高解像度
光ディスク ⇒ 高密度化、高耐熱性、
　　　　　　　　　　      耐候（光）性、耐久性 

ＬＣＤ ⇒ 高画質、高精細、大面積化、
　　　　　　　　　高演色性、部材の高機能化
有機ＥＬ ⇒ フルカラー化、高輝度化
電子ペーパー ⇒ 低電圧化、高速化
蛍光体 ⇒ 発光特性、発光効率向上

カラー液晶表示用色素　

カラーフィルター用色素 

偏光フィルム用色素　

サーモクロミック色素　

有機発光材料

インクジェット用色素　

フォトクロミック材料 

ＨＤ ＤＶＤ-Ｒ用染料　

フォトポリマー材料

光電変換材料

有機固体レーザー色素

光電変換材料

増感色素

可溶性フタロシアニン

  情報表示分野

  情報記録・記憶分野

  その他の分野

★　色素の分子設計、材料設計、合成、

　　　　　　　　　　色素材料の機能性評価とは？

　　発光特性・耐久性・耐光性・耐熱性・性能評価、

　　　　　　　　色素開発、応用におけるキーポイントとは？

★　機能性色素の新規加工技術

　蒸気輸送法・真空スプレー法、光デバイスへの応用展開

★　色素における光の透過、吸収状態の制御法、

　　　　色素の劣化メカニズム、発光機構の解明！　　

★　色素材料の発展と今後の課題、環境対策まで！

★　あらゆる電子材料に用いられる

　　　　　　　　機能性色素の全てを網羅した最新刊！

本書のポイント



第１章　機能性色素における
　　　　　　各種色素の分子設計と分類・合成・加工技術

第２節　固体発光性蛍光色素の分子設計・合成・機能評価

１．　色素の歴史
　1.1　起源　　　1.2　染料、有機顔料そして機能性色素へ
２．　エレクトロニクス用色素の機能とは？
　2.1　通信モデルによる整理　　　2.2　キャリア変換素子としての色素
３．　色素の光過程と機能発現
　3.1　励起状態モデルと色素の機能　　　3.2　何故色素がこのような力をもつか？
４．　色素材料の設計
　4.1　基本的なプロセス　　　4.2　電子写真感光体の材料設計
　4.3　J凝集色素型電子写真感光体の場合
５．　実用化のための材料設計
　5.1　色素材料の信頼性　　　　5.2　色素材料のコーティング技術
６．　今後の機能性色素の発展と課題
　6.1　発展の方向
　6.2　今後の課題
　　6.2.1　色素の励起状態と分子間相互作用の解析　　6.2.2　色素産業の海外シフト

第１節　エレクトロニクス用機能性色素の多様性と材料設計

１. 固体発光性蛍光色素の分子設計
２．クラスレート形成蛍光色素の包接機能・固体光物性・結晶構造
　2.1　ベンゾフラノナフトキノール系蛍光色素　　　2.2　イミダゾアントラキノール系蛍光色素
　2.3　フェナントロイミダゾール系蛍光色素
３．非平面型複素多環系蛍光色素の分子設計、結晶構造－固体光物性相関
　3.1　ベンゾナフトフランオン系およびベンゾキサンテンオン系蛍光色素
　3.2　インデノベンゾピランオン系蛍光色素

第３節　機能性色素の新規加工技術
１．蒸気輸送法
　1.1　蒸気輸送法：手法および特長　　　　　　1.2　色素の分子分散的ドーピング
　1.3.　選択的ドーピングによる機能パターン形成
　　1.3.1　ジブロックコポリマーへの光異性化色素の選択的ドーピング
　　1.3.2　感光性樹脂への蛍光色素の選択的ドーピング
２．真空スプレー法
　2.1　真空スプレー法：手法および特長3,14-16,24)
　2.2　キャスト法で形成した薄膜断面との比較14)
　2.3　濃度傾斜構造膜および多層構造膜の形成14,16)
３．有機光-電子デバイスへの応用

第２章　ＬＣＤ

 

第１節　カラーフィルター用色素の合成と要求特性
１．なぜカラーフィルターを必要とするのか　２．カラーフィルター色素とその合成
３．カラーフィルターの形成法　　４．カラーフィルター色素の評価
第２節　偏光フィルム用機能性色素（二色性色素）の要求特性
１．偏光フィルム
　1.1 偏光フィルムの種類　　　　　1.2 偏光と液晶ディスプレイ
　1.3 偏光フィルムの光学性能　　　　　1.4 その他の要求性能
２．二色性色素
　2.1 ＰＶＡフィルム用二色性色素　　2.2 ＰＥＴフィルム用二色性色素、ＬＣＰ用二色性色素
　2.3 積層薄膜用二色性色素
　　2.3.1 蒸着膜用二色性色素　2.3.2 塗布膜用二色性色素（サーモトロピック液晶性色素）
　　2.3.3 塗布膜用二色性色素（リオトロピック液晶性色素）

第３節　二色性蛍光液晶色素
１．はじめに
２．光二色性低分子化合物
　2.1　多環縮合型蛍光色素（化合物番号1-18）
　2.2　ターフェニル型蛍光色素（化合物番号 19-30）

第４節　ゲストホスト液晶方式用二色性色素
１．概要
２．ゲストホスト液晶（GH）方式　　　　３．二色性色素の要求性能
４．オーダーパラメーター
　4.1 オーダーパラメーターの定義　　　　　4.2 オーダーパラメーターの向上
５．光安定性

第３章　蛍光体
１．過去の研究例
２．ポリアリレンビニレンとシリカとのハイブリッド
３．ポリチオフェンとシリカとのハイブリッド
４．ポリフルオレンとシリカとのハイブリッド
５．有機/無機ハイブリッド蛍光体における発光高分子の孤立分散

第４章　有機ＥＬ

１．　正孔注入輸送材料に求められる特性
２．　電子注入輸送材料に求められる特性　　３．　発光材料に求められる特性

第１節　有機ＥＬ材料に求められる材料特性

第３節　機能性色素を応用した有機ELディスプレイの開発
第２節　有機ＥＬ用厚膜ホール輸送層材料の開発

１．はじめに
２．有機ELの概要
　(1)有機ELの発光原理       (2)有機ELディスプレイの製造方法
　(3)有機ELディスプレイの駆動方式       (4)有機ELディスプレイのフルカラー方式
３．有機EL素子の低消費電力化技術
　(1)新しい画素配列RGBW方式       (2) 当社独自の白色有機EL素子の高効率化技術
　(3)RGBW方式を用いた有機ＥＬディスプレイの消費電力
４．有機ELディスプレイの低消費電力化の予測
第４節　有機電気化学発光（ＥＣＬ）材料における機能性色素
１．電気化学発光の機構
　1.1　基本的な発光過程　　　　　1.2　共反応化合物（coreactant）
２．電気化学発光の発光材料
　2.1　芳香族系化合物　　　　　2.2　Ru（Ruthenium）系錯体化合物
　2.3　その他の金属錯体化合物
３．電気化学発光の応用

第１節　有機フォトクロミック化合物を用いた
　　　　　　　　　　　　　　リライタブルフルカラー表示材料
１．分子分散系リライタブルフルカラー表示
２．単一分子系でのフルカラー表示　　　　３．フルカラー表示結晶材料
４．可視光安定型フォトクロミック表示材料
５．可視光安定・加熱消去型フォトクロミック表示材料

第２節　電子ペーパー開発に向けた有機エレクトロクロミック材料
１．エレクトロクロミズムの背景　　　　２．エレクトロクロミック材料
３．電子ペーパー用エレクトロクロミック材料　　　　４．電解質材料からのアプローチ

第３節　金属ナノ粒子のプラズモン誘起電荷分離とその機能
１．金属ナノ粒子とプラズモン共鳴　　　２．プラズモン誘起電荷分離
３．材料の入手・作製法　　　　４．金と銀の違い　　　５．光電変換　　　６．光触媒
７．表面パターニング　　　８．多色フォトクロミズム　　　９．光電気化学アクチュエータ

第５章　蓄光顔料
１．蓄光顔料の種類
２．蓄光顔料の特性
　2.1 発光特性　　　2.2 残光特性　　  2.3 耐光特性　　　2.4 耐熱特性
３　使用上の留意点
　3.1 インキ・塗料　　3.2 プラスチック　3.3 セラミック
４　蓄光顔料の用途
　4.1 人命にかかわり安全防災上必要な用途　　4.2 生活を便利にする用途
　4.3 生活を楽しくする用途　　4.4 特殊な用途

第６章　光ディスク
第１節　フォトクロミック分子を用いた高密度メモリ
１．　フォトクロミック分子記録材料　　２．　非破壊読み出し
３．　高密度記録の方式
　3.1　二光子吸収三次元光メモリ
　3.2　ジアリールエテンの電子機能と有機半導体メモリとしての応用

第２節　染料系有機色素による
　　　　次世代光ディスク（1層及び2層HD DVD-R）の現状と課題
１．Blue  Laserによる記録システム　　２．HD DVDのフォーマット
３．HD DVD-R用染料
４．結果
　4.1　光学的性質　　　　4.2　熱的性質　　　　4.3　記録特性
５．2層用HD DVD-Rディスクの展望

第７章　水素ガスセンサー
１．プロトン受容型水素センサー　　２．水素ガスのプロトン化とセンサーの構造
３．水素ガスセンサーの特性　　　　４．結晶構造から見たセンサー感度

第８章　ホログラム記録

１．ホログラム記録材料
２．ホログラム記録材料に求められる特性・性能
　(1) 感度に関して　　(2) 記録能力に関して　　(3) 光利用効率に関して
　(4) 現像・定着に関して　　(5) 材料自身に関して　　(6) 記録特性に関して
　(7) 材料の入手が容易で安価なこと
３．フォトポリマー
　3.1　産総研とダイソー社で開発したフォトポリマー　3.2　低収縮性フォトポリマー

ホログラフィックメモリにおける機能性色素～フォトポリマー材料

第９章　半導体レーザー
第１節　レ-ザ-透過溶着用の透過色素と吸収色素の開発
１．レーザー溶着の概要　　　２．レーザー溶着の方法の種類
３．色素の種類について　　　４．レーザー透過側の色素の開発の視点
５．分散性と移行性の相関性　　　６．レーザー吸収側の色素の開発
７．カーボンブラックと他の黒色色素との比較
第２節　固体レーザー用色素の探索
１．レーザー色素　　　　２．有機固体レーザー色素
３．有機薄膜固体レーザー色素
　3.1 単独色素系
　　3.1.1 真空蒸着膜（低分子色素）　3.1.2 スピンコート膜（低分子色素ドープ系）
　　3.1.3 スピンコート膜（高分子色素）　　3.1.4 単結晶薄膜（低分子色素）
　3.2 混合色素薄膜
　　3.2.1 真空蒸着膜（低分子色素）3.2.2 スピンコート膜（低分子色素ドープ系）
　　3.2.3 スピンコート膜（高分子色素）　　　3.2.4 その他

第１０章　太陽電池
第１節　機能性色素を用いた有機薄膜太陽電池
1.　有機薄膜太陽電池の歴史と種類　　2.　発電メカニズム
3.　バルクへテロ接合によるJscの向上　　4.　不純物除去によるFFの向上
5.　新規材料によるVocの向上
第２節　デンドリマー錯体を用いた色素増感太陽電池
1. 色素増感太陽電池の高効率化　2. デンドリマーとは?　高分子の構造と機能?
3. デンドリマーのエレクトロニクスデバイスへの応用
4. π共役デンドリマーと色素増感太陽電池
5. デンドリマーの金属集積能と色素増感太陽電池

第３節　可溶性フタロシアニンを用いた有機薄膜太陽電池
１．用いた有機薄膜のイオン化ポテンシャル、エネルギーギャップ、電子親和力
２．PV/Pc二層積層型有機薄膜太陽電池
３．C60/Pc二層積層型有機薄膜太陽電池

第１１章　有機トランジスタ

第１節　有機トランジスタを用いた発光素子の開発
１．有機半導体材料のいろいろ　　２．有機トランジスタとデバイス構造
３．発光トランジスタ（Light-Emitting Transistor：LET）　４．電流注入型有機レーザー
第２節　シリコン代用における有機分子トランジスタ作成
１．有機半導体の最近の動向　　　　２．ＯＦＥＴに応用された有機半導体材料
３．溶液法によるＦＥＴ作成　　　４．フタロシアニン、ポルフィリン系材料を利用したＯＦＥＴ
５．応用

第４章　電子ペーパー

★目次は内容の一部です。詳細な内容はホームページをご覧下さい。
　　→　http://www.gijutu.co.jp/doc/b_1358.htm


